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10
日
投
票
の
参
議
院
選
挙
は
、

日
本
の
将
来
を
大
き
く
左
右
す
る

重
大
な
選
挙
で
す
。

　

安
倍
の
手
法
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
と

同
じ
で
す
。
ヒ
ト
ラ
ー
は
経
済
と

家
庭
生
活
の
復
興
を
訴
え
て
選
挙

で
政
権
を
と
り
、
自
民
党
の
「
緊

急
事
態
法
案
」
と
同
じ
よ
う
な
法

律
に
よ
り
、
わ
ず
か
２
年
で
「
ナ

チ
ス
体
制
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

安
倍
政
権
は
、
経
済
成
長
（
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
）
を
訴
え
て
、「
特
定
機

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
貧
困
と
格
差

が
拡
大
し
、
非
正
規
労
働
者
が
増

大
し
て
い
ま
す
。
金
融
操
作
だ
け

の
経
済
政
策
は
、
財
政
破
た
ん
を

招
来
す
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の

年
金
が
一
方
的
に
切
下
げ
ら
れ
、

介
護
保
険
も
利
用
者
に
は
支
援
措

置
の
切
捨
て
、
事
業
者
に
は
処
置

費
の
切
下
げ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
公
と
補
完
勢
力
に
三
分
の
二

を
渡
さ
な
い
た
め
、
参
院
選
挙
は

野
党
に
一
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

舛
添
都
知
事
は
、
介
護
と
保
育

の
充
実
を
公
約
し
な
が
ら
何
も
せ

ず
、
毎
週
の
美
術
館
視
察
、
週
末

苗場山山頂・高層湿原

密
保
護
法
」、「
安
全
法
制
関
連
法
」

＝
「
戦
争
法
」
を
強
行
し
ま
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
戦
略
も
、ま
さ
に
「
ナ

チ
ス
に
学
ん
だ
」
や
り
口
で
す
。

　

選
挙
の
課
題
は
、
第
一
に
、
子

や
孫
に
戦
争
を
体
験
さ
せ
な
い
た

め
、「
戦
争
法
」
廃
止
・
平
和
憲
法

擁
護
、
沖
縄
県
民
の
意
思
を
無
視

し
た
辺
野
古
基
地
建
設
に
反
対
す

る
こ
と
。
二
つ
目
が
、
原
発
再
稼

働
反
対
。そ
し
て
、「
暮
ら
し
」と「
社

会
保
障
充
実
」
が
、
三
つ
目
で
す
。

参
院
選
で
与
党
の
過
半
数
を
阻
止
し

危
険
な
安
倍
政
治
を
終
ら
せ
よ
う

戦争できる国ＮＯ！

辺野古新基地ＮＯ！

原発再稼働ＮＯ！
毎
の
湯
河
原
、
19

回
も
の
海
外
視
察

を
繰
返
し
、
政
治

資
金
を
懐
に
、「
セ

コ
イ
」
を
英
語
に

残
し
て
辞
め
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

都
知
事
選
の
情

勢
は
ま
だ
不
透
明

で
す
が
、
少
な
く

と
も
反
自
公
の
立

場
を
鮮
明
に
す
る

候
補
を
応
援
し
ま

し
ょ
う
。（
丹
野
）

都
知
事
選
も
重
要
だ
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歩
こ
う
会
６
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、

「
谷
根
千
」＝
谷
中
・
根
津
・
千
駄
木
散
策
。

　

６
月
８
日
、
日
暮
里
駅
に
集
合
し
、

夕
焼
だ
ん
だ
ん
、
谷
中
銀
座
を
は
じ
め
、

下
町
情
緒
あ
ふ
れ
る
街
並
み
と
、
岡
倉

天
心
記
念
公
園
、
森
鴎
外
観
潮
楼
跡
な

ど
明
治
初
期
の
歴
史
を
見
聞
し
な
が
ら
、

根
津
神
社
、
寛
永
寺
・
徳
川
将
軍
霊
廟

ま
で
足
を
伸
ば
し
、
鶯
谷
で
解
散
。

　

か
な
り
長
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
な
り

ま
し
た
が
、
食
べ
歩
き
も
楽
し
め
、
参

加
者
か
ら
大
好
評
で
し
た
。
た
だ
し
、

天
保
元
年
（1830

年
）
創
業
の
看
板

に
引
か
れ
て
入
っ
た
蕎
麦
店
が
残
念
な

味
だ
っ
た
こ
と
は
、
唯
一
失
敗
で
し
た
。

　

６
月
23
日
に
定
期
総
会
後
初
め

て
の
幹
事
会
と
専
門
部
会
を
開
催

し
、
①
上
部
団
体
役
員
、
②
組
織

共
闘
部
会
準
備
会
設
置
、
③
専
門

部
配
置
、
④
参
議
院
選
と
都
知
事

選
の
対
応
、
⑤
学
習
交
流
会
、
⑥

新
春
の
集
い
日
程
、
⑦
秋
の
旅
行

会
企
画
、⑧
秋
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
企
画
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。

○
自
治
体
退
職
者
会
東
京
都
本
部

　
（
常
任
幹
事
）
庄
司
会
長

　
（
幹　
　

事
）
柳
副
会
長

○
東
京
都
庁
退
職
者
連
合
会

　
（
幹　
　

事
）
庄
司
会
長

　
（
幹　
　

事
）
戸
張
副
会
長

　

各
種
行
動
の
動
員
引
率
業
務
増

大
に
対
応
す
る
た
め
、「
組
織
共
闘

部
会
」
の
準
備
会
を
設
置
し
ま
す
。

　

部
員
は
戸
枝
、
岡
沢
、
押
田
各

幹
事
で
す
。

　

７
月
10
日
に
行
わ
れ
る
参
院
選

は
、比
例
区
は
「
え
さ
き
た
か
し
」、

選
挙
区
は
東
京
清
掃
推
薦
候
補
の

必
勝
を
期
し
ま
す
。

　

別
記
の
と
お
り
で
す
。
カ
レ
ン

ダ
ー
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

第 1回
幹事会

９
月
９
日 

学
習
交
流
会

10
月
６
日 

フ
ィ
ー
ル
ド

　

ワ
ー
ク
（
上
野
公
園
）

11
月
６
〜
８
日
親
睦
旅
行

学習交流会
■開催日　９月９日（金）
　　　　　　　13 時 30 分開会
■会　場　清掃会館地下ホール
■テーマ　参議院選挙後の政治情勢と
　　　　　平和運動の課題（仮題）
　　　　　講師：藤本泰成平和フォー
　　　　　　　　ラム共同代表（予定）
　　　　※学習会終了後、懇親会

秋のフィールドワーク
●テーマ　江戸文化と戊辰戦争戦跡
●開催日　10 月６日（木）10 時
　　　　　上野公園集合（詳細は後日）
●企　画　ボランティアガイドの案内で、
　　　　　上野公園の江戸文化や戊辰戦
　　　　　争・彰義隊の名残りを訪ねる。
●会　費　500 円程度（予定）

  

上
部
団
体
役
員

  

組
織
共
闘
部
会
設
置

  

参
院
選
・
都
知
事
選

  
９
月
〜
11
月
の
行
事

秋の親睦旅行
◎テーマ　東洋のグランドキャニオン
　　　　　「大源太キャニオン」と
　　　　　当間高原の旅
◎旅行日　11 月６日（日）～８日（火）
◎宿　泊　リゾートホテルベルナティオ
◎主な観光先
　１日目：大源太キャニオン、三国街道塩沢宿
　２日目：長岡市もみじ園、西福寺開山堂
　３日目：日本三秘境「秋山郷」
◎会　費　45,000 円程度（検討中）

「谷根千」を訪ねて

「夕焼けだんだん」にて
谷中銀座を背景に
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昭
和
運
輸
不
当
解
雇
撤
回
闘
争

支
援
共
闘
会
議
を
構
成
す
る
自
治

労
都
本
部
、
東
京
清
掃
、
公
共
清

掃
労
組
で
、
厚
生
労
働
省
と
の
意

見
交
換
を
６
月
15
日
に
参
議
院
会

館
内
で
行
い
、
厚
労
省
側
か
ら
年

金
局
、
職
業
安
定
局
、
労
働
基
準

局
の
担
当
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

自
治
労
組
織
内
相
原
参
議
院
議

員
か
ら
「
23
区
清
掃
事
業
労
供
労

働
者
の
厚
生
年
金
や
雇
用
保
険
適

用
に
つ
い
て
、
労
働
者
保
護
の
観

点
か
ら
検
討
頂
き
た
い
。」
と
、
意

見
交
換
の
趣
旨
を
述
べ
、
自
治
労

都
本
部
佐
藤
副
委
員
長
が
「
朝
日

新
聞
の
記
事
で
も
指
摘
さ
れ
た
23

区
清
掃
事
業
労
供
労
働
者
約
３
千

人
の
継
続
運
転
手
及
び
作
業
員
の

厚
生
年
金
、
健
康
保
険
、
雇
用
保

険
（
３
保
）
の
適
用
に
つ
い
て
意

見
を
伺
う
。」
と
要
請
し
ま
し
た
。

　

厚
労
省
は
「
厚
生
年
金
は
１
カ

月
を
超
え
て
引
き
続
き
使
用
さ
れ

れ
ば
被
保
険
者
」「
日
雇
労
働
被
保

険
者
は
連
続
す
る
２
カ
月
に
18
日

以
上
同
一
事
業
主
の
適
用
事
業
に

雇
用
さ
れ
た
場
合
適
用
」
等
、
一

般
的
説
明
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
組
合
側
は
、「
労
供
労
働
者

の
３
保
適
用
に
関
わ
る
厚
労
省
の

具
体
的
な
対
応
」
を
求
め
ま
し
た
。

　

昭
和
運
輸
不
当
解
雇
撤
回
の
裁

判
闘
争
が
大
詰
め
を
迎
え
て
い
る

中
、
23
区
清
掃
事
業
労
供
労
働
者

約
３
千
人
の
３
保
適
用
に
つ
い
て
、

厚
生
労
働
省
の
姿
勢
を
求
め
た
有

意
義
な
意
見
交
換
で
し
た
。（
宮
本
）

　

自
治
体
退
職
者
会
東
京
都
本
部
の
学
習
会
が
６
月

２
日
〜
３
日
、
箱
根
路
開
雲
で
開
催
さ
れ
、
庄
司
会

長
、
戸
張
副
会
長
、
柳
副
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
、
①
自
治
労
組
織
内
「
え
さ
き
」
候
補
の

応
援
、
②
「
認
知
症
と
ど
う
向
き
合
う
か
」
で
し
た
。

相
談
し
て
み
よ
う
。
早
期
診
断
は
、

周
囲
の
人
々
の
心
の
準
備
を
進
め

ら
れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

学
習
会
の
ま
と
め
〜
(1)
認
知
症

に
は
、
治
る
も
の
も
あ
る
。
(2)
早

期
発
見
・
治
療
で
進
行
を
遅
ら
せ

ら
れ
る
。
(3)
家
族
だ
け
で
は
介
護

は
困
難
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
友
人

等
の
協
力
を
利
用
す
べ
き
。
(4)
認

 
東
京
23
区
清
掃
事
業
労
供
労
働
者
約
３
千
人
の

 
年
金
・
健
康
・
雇
用
保
険
適
用
で
厚
労
省
要
請

昭
和
運
輸
不
当
解
雇
撤
回
闘
争
⑷

相原議員を囲み、自治労都本部・東京清掃・
公共清掃労組の厚労省要請団

知
症
の
人
と
、
介

護
者
に
対
す
る

援
助
を
地
域
全

体
で
考
え
よ
う
。

参
院
選
比
例
区
は
自
治
労
組
織
内
「
え
さ
き
」
候
補

自治退
都本部
学習会

　

岡
田
副
会
長
の
主
催
者
挨
拶「
憲

法
改
悪
を
め
ざ
し
て
や
り
た
い
放

題
の
安
倍
内
閣
の
暴
走
を
止
め
る

た
め
、
参
議
院
選
挙
に
勝
利
し
よ

う
」
に
続
き
、
来
賓
の
「
え
さ
き

た
か
し
」
後
援
会
か
ら
、「
え
さ
き

は
、
自
治
労
の
代
表
と
し
て
政
策

実
現
の
た
め
全
力
で
走
り
続
け
て

い
る
。戦
争
法
廃
止
、原
発
再
稼
働
、

労
働
法
制
改
悪
、
社
会
保
障
切
捨

て
に
反
対
し
、
安
倍
政
治
を
終
ら

せ
る
た
め
に
頑
張
る
え
さ
き
を
再

び
参
院
に
送
り
出
し
て
ほ
し
い
。

情
勢
は
大
変
厳
し
い
。
先
輩
の
皆

様
方
の
力
を
お
借
り
し
た
い
。」
と

い
う
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　

学
習
会
は
「
認
知
症
と
ど
う
向

き
合
う
か
」、
講
師
は
小
松
友
惠
さ

ん
（
三
多
摩
医
療
生
協
在
宅
療
養

支
援
部
長
）。
昨
年
12
月
に
清
掃
退

職
者
会
が
行
っ
た
学
習
会
で
お
な

じ
み
の
講
師
で
す
。

　

認
知
症
は
早
期
発
見
が
大
事
。

①
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
い
、
②
判
断
、

理
解
力
が
衰
え
る
、
③
時
間
、
場

所
が
わ
か
ら
な
い
、
④
人
柄
が
変

わ
る
、
⑤
不
安
感
が
強
い
、
⑥
意

欲
が
な
く
な
る
、
こ
れ
ら
の
い
く

つ
か
思
い
当
た
れ
ば
、
専
門
家
に

認
知
症
と
ど
う
向
き
合
う
か
〜
早
期
発
見
が
ポ
イ
ン
ト
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６
月
５
日
、「
明
日
を
決
め
る
の

は
私
た
ち
〜
６
・
５
全
国
総
が
か
り

大
行
動
」
が
、
全
国
百
カ
所
以
上

で
開
催
さ
れ
、
東
京
で
は
国
会
周

辺
に
約
４
万
人
が
結
集
し
ま
し
た
。

　

音
楽
評
論
家
湯
川
れ
い
子
さ
ん

が
、「
子
や
孫
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

安
倍
政
権
の
や
る
こ
と
は
私
の
感

性
と
合
わ
な
い
。
参
院
選
挙
は
必

ず
勝
ち
ま
し
ょ
う
！
」
と
ア
ピ
ー

ル
し
た
こ
と
は
印
象
的
で
し
た
。

　

し
か
し
、
自
治
労
等
が
結
集
し

た
霞
ヶ
関
で
は
、
右
翼
が
街
宣
車

で
乗
り
込
み
、
大
音
量
で
集
会
を

妨
害
、
警
察
は
そ
れ
を
黙
認
し
続

け
ま
し
た
。
集
会
で
は
警
察
の
反

動
的
対
応
を
強
く
抗
議
し
ま
し
た
。

　

６
月
11
日
、「
米
軍
基
地
反
対
実
行
委

員
会
」
主
催
の
米
軍
横
田
基
地
撤
去
と

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
阻
止
へ
向
け
た
集
会

と
抗
議
デ
モ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
辺
野

古
新
基
地
建
設
反
対
の
闘
い
に
連
帯
す

る
行
動
で
す
。
退
職
者
会
は
６
名
参
加
。

　

集
会
で
、
横
田
基
地
周
辺
自
治
体
議

員
の
取
組
み
報
告
な
ど
を
受
け
た
後
、

基
地
へ
向
け
て
デ
モ
行
進
し
、
ゲ
ー
ト

前
で
、
米
軍
と
航
空
自
衛
隊
に
対
し
オ

ス
プ
レ
イ
配
備
反
対
な
ど
を
申
入
れ
ま

し
た
。
デ
モ
の
途
中
で
、
高
校
生
く
ら

い
の
若
い
人
が
デ
モ
に
敵
意
を
示
す
一

幕
も
あ
り
、
基
地
を
抱
え
る
地
域
の
複

雑
さ
、
深
刻
さ
も
垣
間
見
え
ま
し
た
。

　
「
よ
っ
て
た
か
っ
て
勝
利
ま
で
」
を
合

い
言
葉
に
、
首
切
り
や
不
当
行
為
に
抗

議
す
る
一
日
行
動
＝
東
京
総
行
動
が
、

６
月
17
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

不
当
解
雇
、
不
当
処
分
・
不
当
労
働

行
為
、
残
業
代
未
払
い
、
セ
ク
ハ
ラ
、

薬
害
・
公
害
被
害
補
償
拒
否
な
ど
、
企

業
の
ブ
ラ
ッ
ク
化
は
目
を
覆
う
ば
か
り

で
す
。
一
日
行
動
の
最
後
は
、
日
本
を

代
表
す
る
巨
大
企
業
ト
ヨ
タ
抗
議
で
す
。

ト
ヨ
タ
の
海
外
生
産
事
業
体
フ
ィ
リ
ピ

ン
ト
ヨ
タ
で
300
名
余
の
首
を
切
り
、
国

際
労
働
機
関
の
是
正
勧
告
を
無
視
し
続

け
る
ブ
ラ
ッ
ク
・
ト
ヨ
タ
の
姿
勢
を
批

判
、
声
を
揃
え
て
強
く
抗
議
し
ま
し
た
。

米軍横田基地撤去

トヨタ東京本社抗議

沖縄県民大会と呼応する
いのちと平和のための 6.19 行動

右翼の妨害で騒然とした
６. ５全国総がかり大行動

参院選勝利へ6.5大行動

沖縄に連帯！6.19行動
　

元
海
兵
隊
・
米
軍
属
に
よ
る
女

性
暴
行
殺
害
事
件
に
抗
議
し
、
海

兵
隊
の
撤
退
を
求
め
る
６
・
19
沖

縄
県
民
大
会
は
、
約
６
万
５
千
人

が
結
集
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
呼
応

す
る
国
会
前
集
会
に
は
、
約
１
万

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
県
民
大
会
で
の
翁
長
県
知

事
の
挨
拶
が
同
時
中
継
で
流
さ
れ
、

「
地
位
協
定
の
抜
本
的
見
直
し
、
海

兵
隊
の
撤
退
・
削
減
、基
地
の
整
理
・

縮
小
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
阻
止

に
取
り
組
む
不
退
転
の
決
意
」
を

表
明
し
た
こ
と
が
感
動
的
で
し
た
。

　

沖
縄
に
苦
し
み
を
押
し
つ
け
る

の
は
も
う
止
め
よ
う
。
そ
の
た
め

に
も
政
治
を
変
え
ま
し
ょ
う
。


